
船の最高責任者である船長が航海の指

揮をとり、最新鋭の航海計器類が数多く搭

載されている、神海丸の頭脳とも言われる

船橋（ブリッジ）。海上のあらゆる状況に

応じて、航海中の針路や速力など、ここで

船長が全てを決定し、その指示どおりに航

海士が船を航行させる。隠岐水産高校専攻

科漁業科13名。浜田水産高校専攻科漁業

科11名。合計24名もの実習生が、毎日こ

の船橋で船舶の運航に関する知識を学び、

船舶職員として必要な能力と態度を養っ

ている。将来、船長・航海士を目指して、

今日も安全かつ経済的に運航します。 

6月25日（土）06:00   漁場（舞鶴北側） 天気：くもり   気温：23.0℃   風向・風速S 6.2m/s 

                                                                          教官：安部 

 

 

 

最新鋭の計器類搭載！高度な頭脳を持つ船橋  

 

 

 

 

 

 【神海丸動静】 

 24日12:00宮津湾を出港し舞鶴             

（京都府）北側の約70㎞離れた 

漁場へ向かった。波が高く安全な

操業が出来ないと判断した船長は

この日の操業を中止とした。 

本日25日は操業実施予定。 

指導教官だより 2022 多目的実習 №20 

 

船橋（ブリッジ） 

変針点が近づきました！ 10度方向にブイ発見しました！ 

電子海図 当直は4時間 

レーダー 

船長と手動操舵する実習生 


